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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第58期

第３四半期連結累計期間
第58期

第３四半期連結会計期間
第57期

会計期間
自　平成20年４月 1日
至　平成20年12月31日

自　平成20年10月 1日
至　平成20年12月31日

自　平成19年４月 1日
至　平成20年３月31日

売上高 (千円) 18,432,378 5,669,330 10,533,225

経常利益又は経常損失
（△）

(千円) 144,316 △1,854 18,481

四半期純利益又は四半
期 （ 当 期 ） 純 損 失
（△）

(千円) 32,662 △96,651 △327,590

純資産額 (千円) ─ 3,016,850 2,214,206

総資産額 (千円) ─ 13,019,686 8,167,450

１株当たり純資産額 (円) ─ 454.15 469.22

１株当たり四半期純利
益又は四半期（当期）
純損失（△）

(円) 4.92 △14.55 △67.80

潜在株式調整後１株当
たり四半期(当期)純利
益

(円) ─ ─ ―

自己資本比率 (％) ─ 23.2 27.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 2,273,854 ─ △744,336

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △141,984 ─ 162,784

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △2,489,766 ─ △99,566

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ─ 810,300 542,487

従業員数 (名) ─ 224 79

(注)　1　売上高には、消費税等は含まれておりません。

 2  潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、第57期および第58期第３四半期連結会計期間

は当期純損失が計上されているため記載しておらず、第58期第３四半期連結累計期間は潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれてい

る事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

 　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。　　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成20年12月31日現在

従業員数(名) 224

(注) 　　従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出向者

を含む就業人員であります。

　

(2) 提出会社の状況

平成20年12月31日現在

従業員数(名) 59

(注) 　　従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

該当事項はありません。

　

(2) 受注実績

該当事項はありません。

　

(3) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 販売高(千円)

洋紙卸売事業 5,654,809

不動産賃貸事業 14,520

合計 5,669,330

　　　　　(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。

　　　　  ２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

（1）経営成績の分析

当社は、本年４月１日に（旧）河内屋紙株式会社と（旧）はが紙販株式会社との経営統合を行い、当

社を中心に販売子会社の（新）河内屋紙株式会社と（新）はが紙販株式会社と物流子会社の関東流通

株式会社を中核とするグループ体制で事業を展開しております。

　当第３四半期連結会計期間の業績は、世界的な景気減速により紙需要は大きく減退しました結果連結

売上高5,669百万円となりました。

　利益につきましては、連結営業利益は8百万円、連結経常利益は1百万円の損失、連結四半期純利益は株

価下落に伴う投資有価証券評価損計上等により96百万円の損失となりました。　

事業の種類別セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①洋紙卸売事業

　洋紙卸売事業は、夏場までの概ね堅調な需要に対し、秋口からの世界的な景気減速により、紙需要は

大きく減退しました結果、売上高は5,654百万円となりました。一方コスト面につきましては、コスト

全般にわたり削減に努めましたが売上減少が大きく営業利益は6百万円の損失となりました。

②不動産賃貸事業

　不動産賃貸事業は、売上高は36百万円、営業利益は14百万円となりました。
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（2）財政状態の分析

　当第３四半期連結会計期間末の資産の残高は、13,019百万円（前連結会計年度末8,167百万円）とな

り、4,852百万円増加いたしました。

　負債の残高は、10,002百万円（前連結会計年度末5,953百万円）となり、4,049百万円増加いたしまし

た。

純資産の残高は、3,016百万円（前連結会計年度末2,214百万円）となり、802百万円増加いたしました。

　資産、負債及び純資産の増加した主な要因は本年4月1日付にて（旧）はが紙販株式会社との経営統合

に伴うものであります。

　

（3）キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における連結ベースの現金及び現金同等物(以下「資金」という)は第２

四半期連結会計期間末に比べ437百万円増加し、810百万円となりました。

当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであり

ます。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果獲得した資金は416百万円となりました。これは主に、売上債権及びたな卸資産が減

少したことによるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果使用した資金は28百万円となりました。これは主に、定期預金の預入によるものであ

ります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果獲得した資金は49百万円であります。これは主に、短期借入金の純増加額によるもの

であります。

　

　（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な

変更及び新たに生じた課題はありません。

　

（5）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株) 
(平成20年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,353,443 7,353,443
ジャスダック
証券取引所

株主としての権利内容に制限
のない、標準となる株式
単元株式は１，０００株

計 7,353,443 7,353,443― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年12月31日 ─ 7,353,443 ─ 2,381,052 ─ ─

　

(5) 【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することがで

きませんので、直前の基準日である平成20年９月30日現在で記載しております。

① 【発行済株式】

平成20年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 709,000

―
株主としての権利内容に制限のな
い、標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

6,613,000
6,613同上

単元未満株式 普通株式 31,443 ― 同上

発行済株式総数 7,353,443― ―

総株主の議決権 ― 6,613 ―

（注）「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株

　　　（議決権２個）含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成20年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社共同紙販ホール
ディングス

東京都中央区晴海
３－12－１

709,000 ― 709,000 9.64

計 ― 709,000 ― 709,000 9.64

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
　４月 　５月 　６月 　７月 　８月 　９月 　１０月 　１１月 　１２月

最高(円) 362 ─ 326 352 355 360 300 345 345

最低(円) 330 ─ 320 282 290 279 250 345 285

(注)１　株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。　

　 ２　平成20年５月は売買の成立がありませんでした。
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりで

あります。

 役職の異動

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

代表取締役社長
（河内屋紙㈱代表取締役社長
兼関東流通㈱代表取締役社

長）

代表取締役社長
（河内屋紙㈱代表取締役社

長）
郡　司　勝　美 平成20年10月１日

代表取締役副社長
（仕入受注本部管掌兼はが紙
販㈱代表取締役社長）

代表取締役副社長
（営業統括本部長兼仕入業務
本部管掌兼はが紙販㈱代表取

締役社長）

伊　藤　政　博 平成20年10月１日
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成20年10月1日から平成20年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20

年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表について、永和監査法人により四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,016,300 622,487

受取手形及び売掛金 ※1, ※2, ※3
 4,709,307

※1
 2,514,688

商品 1,284,770 954,978

未収入金 ※4
 836,522 276,839

その他 65,484 48,283

貸倒引当金 △34,923 △98,262

流動資産合計 7,877,462 4,319,015

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 2,605,242 2,557,127

減価償却累計額 △1,131,908 △1,071,606

建物及び構築物（純額） 1,473,333 1,485,521

機械装置及び運搬具 300,797 276,907

減価償却累計額 △249,098 △227,567

機械装置及び運搬具（純額） 51,698 49,340

土地 1,614,678 1,532,447

その他 117,857 62,178

減価償却累計額 △83,592 △55,551

その他（純額） 34,264 6,627

有形固定資産合計 3,173,975 3,073,935

無形固定資産

のれん 770,917 －

その他 94,859 30,189

無形固定資産合計 865,776 30,189

投資その他の資産

投資有価証券 574,180 484,409

出資金 218,851 2,310

その他 ※1
 303,749

※1
 249,460

投資その他の資産合計 1,096,781 736,180

固定資産合計 5,136,533 3,840,304

繰延資産

社債発行費 5,689 8,130

繰延資産合計 5,689 8,130

資産合計 13,019,686 8,167,450
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※3
 6,585,346 3,047,487

短期借入金 1,700,000 1,650,000

1年内償還予定の社債 500,000 －

未払法人税等 4,210 6,394

賞与引当金 39,585 10,838

その他 259,627 81,721

流動負債合計 9,088,769 4,796,441

固定負債

社債 500,000 1,000,000

退職給付引当金 390,657 142,403

その他 23,409 14,400

固定負債合計 914,066 1,156,803

負債合計 10,002,835 5,953,244

純資産の部

株主資本

資本金 2,381,052 2,381,052

資本剰余金 928,340 740,757

利益剰余金 34,223 △522,835

自己株式 △258,030 △257,365

株主資本合計 3,085,585 2,341,608

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △61,280 △127,402

為替換算調整勘定 △7,454 －

評価・換算差額等合計 △68,734 △127,402

純資産合計 3,016,850 2,214,206

負債純資産合計 13,019,686 8,167,450
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

売上高 18,432,378

売上原価 16,117,978

売上総利益 2,314,399

販売費及び一般管理費

役員報酬及び給料手当 877,126

賞与引当金繰入額 35,202

退職給付費用 79,709

減価償却費 95,698

その他 1,042,545

販売費及び一般管理費合計 2,130,282

営業利益 184,116

営業外収益

受取利息 4,061

受取配当金 30,015

設備賃貸料 8,283

その他 7,770

営業外収益合計 50,130

営業外費用

支払利息 34,497

手形売却損 29,337

支払手数料 16,503

その他 9,592

営業外費用合計 89,930

経常利益 144,316

特別利益

投資有価証券売却益 3,960

貸倒引当金戻入額 69,914

特別利益合計 73,874

特別損失

固定資産除却損 ※1
 667

投資有価証券評価損 156,661

事務所移転費用 20,246

特別損失合計 177,575

税金等調整前四半期純利益 40,615

法人税、住民税及び事業税 7,953

四半期純利益 32,662
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

売上高 5,669,330

売上原価 4,959,163

売上総利益 710,166

販売費及び一般管理費

役員報酬及び給料手当 260,969

賞与引当金繰入額 35,202

退職給付費用 28,058

減価償却費 27,957

その他 349,597

販売費及び一般管理費合計 701,784

営業利益 8,381

営業外収益

受取利息 1,620

受取配当金 8,530

設備賃貸料 2,757

その他 1,462

営業外収益合計 14,370

営業外費用

支払利息 12,078

手形売却損 8,884

その他 3,644

営業外費用合計 24,607

経常損失（△） △1,854

特別利益

投資有価証券売却益 3,960

貸倒引当金戻入額 59,629

特別利益合計 63,589

特別損失

固定資産除却損 ※1
 78

投資有価証券評価損 156,661

特別損失合計 156,740

税金等調整前四半期純損失（△） △95,005

法人税、住民税及び事業税 1,646

四半期純損失（△） △96,651
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 40,615

減価償却費 120,730

社債発行費償却 2,440

のれん償却額 30,033

貸倒引当金の増減額（△は減少） △75,591

賞与引当金の増減額（△は減少） △19,349

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,106

受取利息及び受取配当金 △34,077

支払利息 34,497

投資有価証券売却損益（△は益） △3,960

持分法による投資損益（△は益） 1,797

固定資産除却損 667

投資有価証券評価損益（△は益） 156,661

売上債権の増減額（△は増加） 3,132,493

たな卸資産の増減額（△は増加） 407,781

未収入金の増減額（△は増加） △468,544

その他の資産の増減額（△は増加） 24,947

仕入債務の増減額（△は減少） △1,162,439

未払消費税等の増減額（△は減少） 27,769

その他の負債の増減額（△は減少） 16,515

小計 2,235,097

利息及び配当金の受取額 35,053

利息の支払額 △30,704

法人税等の還付額 34,408

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,273,854

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △26,000

有形固定資産の取得による支出 △39,641

無形固定資産の取得による支出 △78,843

投資有価証券の取得による支出 △12,583

投資有価証券の売却による収入 13,557

貸付金の回収による収入 1,526

投資活動によるキャッシュ・フロー △141,984

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 50,000

短期借入金の返済による支出 △2,538,930

自己株式の取得による支出 △665

配当金の支払額 △170

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,489,766

現金及び現金同等物に係る換算差額 －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △357,896

現金及び現金同等物の期首残高 542,487

合併に伴う現金及び現金同等物の増加額 626,276

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

△567

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 810,300

EDINET提出書類

株式会社共同紙販ホールディングス(E02711)

四半期報告書

15/25



【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年12月31日)

１　連結の範囲の変更

第１四半期連結会計期間から、新たに設立した河内

屋紙株式会社及びはが紙販株式会社並びに被合併会

社の子会社であるファイビストオフィス株式会社を

連結の範囲に含めております。

なお、前連結会計年度まで連結の範囲に含めており

ました株式会社フォーレストエイトについては第１

四半期連結会計期間において清算手続を開始した為

連結の範囲から除いております。

２　持分法適用の範囲の変更

第１四半期連結会計期間から議決権の49％を所有

しております株式会社ポイント商社に持分法を適用

しております。

３　会計方針の変更

　（1）たな卸資産の評価基準及び評価方法の変更

　たな卸資産の評価基準及び評価方法について、

従来移動平均法による原価法を採用しておりま

したが、当連結会計年度の第１四半期連結会計

期間から先入先出法による原価法に変更してお

ります。

　この変更は、新しい在庫評価システム導入を契

機に仕入価格の変動をより適時に在庫評価に反

映させるため、また、仕入割戻を当期の仕入高に

対応させて各期の仕入単価を把握し、適切な原

価管理を行うためであります。

　なお、この変更に伴い、当第３四半期連結累計

期間の売上総利益、営業利益、経常利益、税金等

調整前四半期純利益がそれぞれ6,180千円増加

しております。

　（2）棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

　「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業

会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基

準第９号）を第１四半期連結会計期間から適用

し、評価基準については、原価法から原価法（収

益性の低下による簿価切下げの方法）に変更し

ております。 

　なお、この変更に伴う、当第３四半期連結累計

期間の損益に与える影響はありません。
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【簡便な会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年12月31日)

１　棚卸資産の評価方法

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関し

ては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸

高を基礎として合理的な方法により算定する方法に

よっております。

　また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低

下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積

り、簿価切下げを行う方法によっております。

２　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年

度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法

によっております。

３　経過勘定項目の算定方法

合理的な算定方法による概算額で計上する方法に

よっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　　該当事項はありません。

　

【追加情報】

　　該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※1　個別引当の貸倒引当金（流動資産153,423千円、

　　 投資その他の資産296,827千円）が対象債権より

　　 直接控除されております。

※1　個別引当の貸倒引当金（流動資産173,229千円、

　　 投資その他の資産252,950千円）が対象債権より

　　 直接控除されております。

※2　手形割引及び裏書譲渡高

　　　受取手形裏書譲渡高　　　 　　　 266,534千円

　　　手形債権流動化による譲渡高　　3,699,563千円

※2　　　　　───────────────

※3　当第３四半期連結会計期間末日満期手形の会計処

　　 理については手形交換日をもって決済処理をして

     おります。

　　 なお、当第３四半期連結会計期間末の末日は金融

　　 機関の休日であったため、次の当第３四半期連結

　　 会計期間末日満期手形が当第３四半期連結会計期

　　 間末残高に含まれております。

　　　 受取手形　                       6,227千円

　　　 支払手形 　                     26,550千円

       受取手形裏書譲渡高　            46,756千円

※3　　　　　───────────────

※4　手形流動化による受取手形譲渡代金未収金は、次

     のとおりであります。

　　　 未収入金　　　　　　　　       767,441千円

※4　　　　　───────────────

　

(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年12月31日)

※1　内訳は次のとおりであります。

建物及び構築物 253千円

その他 413千円

　計 667千円

　

  第３四半期連結会計期間

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
 至　平成20年12月31日)

※1　内訳は次のとおりであります。

その他 78千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年12月31日)

※1　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,016,300千円

預入期間が３か月超の定期預金
△206,000千円　

　

現金及び現金同等物 810,300千円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　

至　平成20年12月31日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 7,353,443

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 710,550

　

３　新株予約権等に関する事項

　　　 該当事項はありません。

　
４　配当に関する事項

　　　該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　平成20年４月１日期日で株式会社はが紙販ホールディングスを吸収合併いたしました。これに伴い株

式会社はが紙販ホールディングスの普通株式１株に対し当社の普通株式0.541株の割合をもって割当

交付いたしました結果、当社株主資本はその評価額708,753千円が増加しております。

　

(リース取引関係)

　当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っ

ておりますが、当四半期連結会計期間末におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい

変動が認められないため、記載しておりません。
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(有価証券関係)

　当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）

平成20年４月１日期日で株式会社はが紙販ホールディングスを吸収合併いたしました。これに伴い

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変

動がみられます。

その他有価証券で時価のあるもの

区分 取得原価(千円）
四半期連結貸借対照表
計上額（千円）

差額（千円）

株式 599,135 537,855 △ 61,280

債券 ― ― ―

その他 ― ― ―

計 599,135 537,855 △61,280

（注）表中の「取得原価」は減損処理後の帳簿価額であります。なお、当第３四半期連結累計期間

　　　　において、投資有価証券評価損156,661千円を計上しております。

　　　　なお、当該株式の減損処理にあたっては時価が取得原価に比べて50％以上下落した場合に評

　　　　価損を計上しております。

　

(デリバティブ取引関係)

当社グループはデリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

　
洋紙卸売
事業
(千円)

不動産賃貸
事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

5,654,80914,5205,669,330 ― 5,669,330

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

─ 21,900 21,900　(21,900) ―

計 5,654,80936,4205,691,230(21,900)5,669,330

営業利益又は営業損失（△） △6,232 14,612 8,381 ─ 8,381

(注)　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

　
洋紙卸売
事業
(千円)

不動産賃貸
事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

18,388,86943,50918,432,378 ― 18,432,378

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

― 65,700 65,700(65,700) ―

計 18,388,869109,20918,498,078(65,700)18,432,378

営業利益 140,32543,791184,116 ― 184,116

(注)　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

　

【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計期

間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

　全セグメントの売上高の合計高に占める日本の割合が、90％を超えるため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。

　

【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計期

間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

　　  海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

454円15銭 469円22銭

　

２　１株当たり四半期純利益

第３四半期連結累計期間

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純利益 4円92銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ─

(注) １.潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については潜在株式が存在しないため記載しておりません。
　　　 ２.１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 32,662

普通株式に係る四半期純利益(千円) 32,662

普通株主に帰属しない金額(千円) ─

普通株式の期中平均株式数(株) 6,643,824

　

第３四半期連結会計期間

　
当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
 至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純損失 14円55銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ─

(注) １.潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については１株当たり四半期純損失が計上されているため記載して

　おりません。
　　　 ２.１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
 至　平成20年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失(千円) △96,651

普通株式に係る四半期純損失(千円) △96,651

普通株主に帰属しない金額(千円) ─

普通株式の期中平均株式数(株) 6,643,586

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年2月10日

株式会社共同紙販ホールディングス

取締役会　御中

　

永和監査法人

代 表 社 員 公認会計士   齋　藤　力　夫　　印

　

代 表 社 員
公認会計士　 伊　藤　嘉　基　　印

業務執行社員

　

代 表 社 員
公認会計士　 荒　川　栄　一　　印

業務執行社員

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会

社共同紙販ホールディングスの平成20年4月1日から平成21年3月31日までの連結会計年度の第3四半期連結会

計期間(平成20年10月1日から平成20年12月31日まで)及び第3四半期連結累計期間(平成20年4月1日から平成

20年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び

四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責

任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することに

ある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社共同紙販ホールディングス及び連結

子会社の平成20年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第3四半期連結会計期間及び第3四半期連

結累計期間の経営成績並びに第3四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報

四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載のとおり、会社は、たな卸資産の評

価基準及び評価方法について、従来移動平均法による原価法を採用していたが、当連結会計年度の第1四半期

連結会計期間から先入先出法による原価法に変更した。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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